
別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
十
二
条
第
四
項
関
係
）

地
方
団
体

の
種
類

経
費
の
種
類

測
定
単
位

単

位

費

用

円

道
府
県

一

警
察
費

警
察
職
員
数

一
人
に
つ
き

九
、
一
九
一
、
〇
〇
〇

二

土
木
費

１

道
路
橋
り

よ
う
費

道
路
の
面
積

千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一
五
三
、
〇
〇
〇

道
路
の
延
長

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

二
、
一
六
七
、
〇
〇
〇

２

河
川
費

河
川
の
延
長

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一
八
〇
、
〇
〇
〇

３

港
湾
費

港
湾
に
お
け
る
係

留
施
設
の
延
長

一
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

三
〇
、
五
〇
〇

港
湾
に
お
け
る
外

郭
施
設
の
延
長

一
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

六
、
一
三
〇

漁
港
に
お
け
る
係

留
施
設
の
延
長

一
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

一
二
、
七
〇
〇

漁
港
に
お
け
る
外

郭
施
設
の
延
長

一
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

六
、
〇
七
〇

４

そ
の
他
の

土
木
費

人
口

一
人
に
つ
き

一
、
七
六
〇

三

教
育
費

１

小
学
校
費

教
職
員
数

一
人
に
つ
き

六
、
七
五
五
、
〇
〇
〇

２

中
学
校
費

教
職
員
数

一
人
に
つ
き

六
、
八
〇
七
、
〇
〇
〇

四

厚
生
労
働
費

１

生
活
保
護

費

町
村
部
人
口

一
人
に
つ
き

七
、
四
三
〇

２

社
会
福
祉

費

人
口

一
人
に
つ
き

一
〇
、
八
〇
〇

３

衛
生
費

人
口

一
人
に
つ
き

一
二
、
二
〇
〇

４

高
齢
者
保

健
福
祉
費

六
十
五
歳
以
上
人

口

一
人
に
つ
き

四
九
、
二
〇
〇

七
十
五
歳
以
上
人

口

一
人
に
つ
き

九
七
、
四
〇
〇

５

労
働
費

人
口

一
人
に
つ
き

六
〇
七

五

産
業
経
済
費

１

農
業
行
政

費

農
家
数

一
戸
に
つ
き

一
一
七
、
〇
〇
〇

２

林
野
行
政

費

公
有
以
外
の
林
野

の
面
積

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
き

四
、
九
七
〇

公
有
林
野
の
面
積

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
き

一
五
、
二
〇
〇

３

水
産
行
政

費

水
産
業
者
数

一
人
に
つ
き

三
一
三
、
〇
〇
〇

４

商
工
行
政

費

人
口

一
人
に
つ
き

二
、
三
四
〇

六

総
務
費

１

徴
税
費

世
帯
数

一
世
帯
に
つ
き

七
、
二
八
〇

２

恩
給
費

恩
給
受
給
権
者
数

一
人
に
つ
き

一
、
二
二
一
、
〇
〇
〇

３

地
域
振
興

費

人
口

一
人
に
つ
き

七
三
一

七

災
害
復
旧
費

災
害
復
旧
事
業
費

の
財
源
に
充
て
る

た
め
発
行
に
つ
い

て
同
意
又
は
許
可

を
得
た
地
方
債
に

係
る
元
利
償
還
金

千
円
に
つ
き

九
五
〇

３

高
等
学
校

費

教
職
員
数

一
人
に
つ
き

七
、
四
七
五
、
〇
〇
〇

生
徒
数

一
人
に
つ
き

六
八
、
一
〇
〇

４

特
別
支
援

学
校
費

教
職
員
数

一
人
に
つ
き

六
、
七
〇
六
、
〇
〇
〇

学
級
数

一
学
級
に
つ
き

二
、
五
四
三
、
〇
〇
〇

５

そ
の
他
の

教
育
費

人
口

一
人
に
つ
き

一
、
九
二
〇

高
等
専
門
学
校
及

び
大
学
の
学
生
の

数

一
人
に
つ
き

二
四
八
、
〇
〇
〇

私
立
の
学
校
の
幼

児
、
児
童
及
び
生

徒
の
数

一
人
に
つ
き

二
五
八
、
四
〇
〇
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二

二
兆
二
千
三
百
三
十
四
億
円
に
当
該
道
府
県
の
控
除
前
財
源
不
足
額
（
こ
の
条
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の

と
し
た
場
合
に
お
け
る
基
準
財
政
需
要
額
か
ら
前
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
が
基
準
財
政
収
入
額
を
超
え

る
額
（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
各
道
府

県
の
控
除
前
財
源
不
足
額
の
合
算
額
で
除
し
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

三

九
千
七
百
二
十
億
円
に
当
該
市
町
村
の
控
除
前
財
源
不
足
額
を
各
市
町
村
の
控
除
前
財
源
不
足
額
の
合
算
額

で
除
し
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

附
則
第
六
条
の
三
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

控
除
前
財
源
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
方
団
体
の
財
政
力
指
数
（
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財
政
需
要
額

で
除
し
て
得
た
数
値
で
当
該
年
度
前
三
年
度
内
の
各
年
度
に
係
る
も
の
を
合
算
し
た
も
の
の
三
分
の
一
の
数
値
を

い
う
。）に
応
じ
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

都
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
全
区
域
を
道
府
県
と
そ
の
特
別
区
の
存
す
る
区
域
を
市
町
村
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
算

定
し
た
こ
の
条
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
基
準
財
政
需
要
額
の
合
算
額
か
ら
そ
の
全
区

域
を
道
府
県
と
そ
の
特
別
区
の
存
す
る
区
域
を
市
町
村
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
て
算
定
し
た
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ

る
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
が
、
そ
の
全
区
域
を
道
府
県
と
そ
の
特
別
区
の
存
す
る
区
域
を
市
町
村
と
そ
れ
ぞ

れ
み
な
し
て
算
定
し
た
基
準
財
政
収
入
額
の
合
算
額
を
超
え
る
額
（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す

る
。）を
も
つ
て
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
控
除
前
財
源
不
足
額
と
す
る
。

附
則
第
六
条
の
三
を
附
則
第
六
条
の
二
と
す
る
。
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